
                         

 



（
翻
刻
文
） 

本
日
卒
業
式
に
当
り
、
我
々
在
学
中
種
々 

御
指
導
を
戴
き
ま
し
た
本
学
諸
先
生
に
対
し
、 

衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

此
の
紀
尾
井
の
森
に
過
去
五
ヶ
年
間
、
我
々
が
学
生
生 

活
を
続
け
て
居
る
間
に
、
世
界
の
様
相
は
急
激
な
る 

変
転
を
示
し
、
遂
に
祖
国
は
米
英
に
対
し
交
戦
す
る
に 

到
り
、
然
も
我
が
精
鋭
無
比
の
皇
軍
の
向
ふ
と
こ
ろ 

敵
な
く
、
旦
に
不
沈
と
称
す
る
敵
の
艨
艟
を
叩
き
、 

夕
に
難
攻
不
落
と
云
は
れ
る
敵
塁
を
屠
り
、 

開
戦
後
数
ヶ
月
に
し
て
大
東
亜
の
殆
ん
ど
全
域 

を
戡
定
し
、
こ
の
広
大
な
地
域
か
ら
三
百
年
に
亘
る
敵 

の
牢
乎
た
る
勢
力
の
悉
々
を
駆
逐
し
、
更
に
長 

駆
し
て
敵
の
咽
喉
に
迫
る
に
到
り
ま
し
た
。 

此
の
祖
国
の
緊
急
態
勢
に
即
応
す
る
為
、
我
々
学 

生
も
又
、
特
に
卒
業
期
が
早
め
ら
れ
、
卒
業
後
は
数
日 

を
出
ず
し
て
そ
の
大
部
は
ペ
ン
を
銃
に
代
ヘ
、
軍
服
に
身
を 

固
め
て
祖
国
防
衛
の
第
一
線
に
立
た
ん
と
し
て
居
り 

ま
す
。
我
々
は
、
現
今
の
歴
史
的
事
態
に
直
面
し
、 

祖
国
の
為
に
生
命
を
賭
し
て
奮
闘
し
得
る
機
会 

に
恵
ま
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
最
上
の
名
誉
と
感
じ
て
居
り
ま
す
。 

必
ず
全
力
を
尽
し
、
以
つ
て
此
の
光
栄
あ
る
義
務
を 

立
派
に
果
さ
ん
こ
と
を
期
し
て
居
り
ま
す
。 

今
日
卒
業
す
る
に
際
し
、
我
々
が
本
学
の
過
去 

を
顧
み
る
に
、
今
日
こ
そ
は
正
に
本
学
が
青
年
期 

へ
の
発
展
に
直
面
せ
る
時
で
あ
る
と
思
は
れ
ま
す
。 

然
し
て
、
今
後
本
学
が
そ
の
伝
統
を
保
ち
、
益
々 

独
自
の
学
風
を
振
興
す
る
為
に
は
、
本
学 

在
校
学
生
諸
君
の
自
覚
に
基
く
行
動 

に
俟
つ
こ
と
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
即
そ
れ
は 

学
生
諸
君
の
有
せ
ら
る
ゝ
頭
脳
力
、
健
全
な
る 

思
想
及
び
熱
情
の
集
積
の
上
具
現
さ 

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

諸
君
は
多
数
の
同
輩
が
鮮
血
を
流
し
、 

病
魔
を
克
服
し
て
祖
国
の
為
に
奮
闘 

し
つ
ゝ
あ
る
時
、
安
閑
と
し
て
学
生
と
云
ふ
社
会 

的
特
権
意
識
の
中
に
惑
溺
し
、
自
己
、
生
活 

手
段
以
外
の
何
等
の
意
義
も
学
生
々 

活
の
中
に
認
め
ぬ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
幾
万
の 

同
輩
の
代
表
者
と
し
て
の
地
位
を
私
し
、 

自
己
の
利
己
心
、
虚
栄
心
の
手
段
と
し
て 

此
れ
を
濫
用
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
苟
も 

社
会
的
良
心
を
有
す
る
現
代
青
年
の 

の
唾
棄
に
値
す
る
態
度
で
あ
り
ま
す
。 

か
く
の
如
き
学
生
の
社
会
に
於
け
る
前
途 

に
は
、
勿
論
何
等
の
光
明
も
認
め
ら
れ 

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

故
に
我
々
は
、
諸
君
が
率
先
し
て
明
朗
な 

健
全
な
学
風
を
紀
尾
井
の
森
に
発 

展
さ
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
り
、 

又
諸
君
が
固
く
団
結
し
、
青
年
の 

熱
情
を
以
て
迫
力
あ
る
学
園
の
完
成 

に
努
力
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る
も
の 

で
あ
り
ま
す
。 

か
く
す
る
こ
と
は
、
単
に
本
学
の
前
途
に
光 

明
を
与
へ
る
に
留
ま
ら
ず
、
実
に
諸
君
が 

学
生
と
し
て
国
家
社
会
に
負
ふ
義 

務
を
尽
す
所
以
で
あ
り
、
更
に
又
そ
れ
は 

諸
君
の
将
来
の
発
展
の
為
に
も
欠
く 

可
か
ら
ざ
る
要
件
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
か
く 

の
如
き
学
生
に
諸
君
が
な
る
事
は
、
社 

会
の
最
も
要
求
す
る
学
生
に
成
る
事
に 

他
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

然
し
て
此
の
道
こ
そ
は
、
戦
時
下
学
生
の 

進
む
べ
き
道
た
る
事
、
諸
君
は
深
く 

自
覚
せ
ら
れ
た
い
で
あ
り
ま
す
。 

我
々
も
又
、
諸
君
の
先
輩
た
る
こ
と
を
自 

覚
し
て
、
戦
線
に
、
銃
後
に
、
全
力
を
以
て 

奮
闘
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
我
々
は
習
得
せ
る
知
識
を
益
々 

啓
発
し
、
人
格
を
陶
冶
し
、
祖
国
と
人
類 

と
に
対
す
る
愛
と
犠
牲
の
精
神
を
以
て
、 

之
の
革
新
の
時
代
に
処
さ
ん
と
す
る
も
の 

で
あ
り
ま
す
。 

我
々
は
、
我
が
民
族
の
世
界
史
的
使
命 

を
自
覚
し
、
創
造
的
知
性
を
以
て 

新
し
き
世
界
へ
突
進
せ
ん
と
期
し
て
居
り
ま
す
。 

我
々
は
、
又
確
固
た
る
日
本
精
神
を
持
っ
た 

強
健
な
る
祖
国
の
防
人
と
し
て 

皇
国
の
発
展
の
為
に
身
命
を
捧
げ
て 



奮
闘
せ
ん
も
の
と
覚
悟
致
し
て
居
り
ま
す
。 

終
り
に
臨
み
、
我
々
は
諸
先
生
の
御
懇
篤 

な
る
御
指
導
に
対
し
、
繰
返
し
深
き
感
謝 

の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
我
々
卒
業
後 

も
更
に
色
々
御
指
導
承
ら
ん
こ
と
を 

御
願
ひ
致
し
ま
す
。 

又
、
在
学
生
諸
君
は
御
健
康
に
注
意 

せ
ら
れ
、
益
々
御
勉
学
に
勉
め
ら
れ
、 

卒
業
の
暁
は
、
我
々
と
と
も
に
社
会
に 

御
活
躍
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 
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（
現
代
語
訳
） 

本
日
卒
業
式
に
当
た
り
、
在
学
中
、
種
々
ご
指
導
を
戴
き
ま
し
た

本
学
諸
先
生
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

こ
の
紀
尾
井
の
森
に
過
去
五
ヶ
年
間
、
我
々
が
学
生
生
活
を
続
け

て
い
る
間
に
、
世
界
の
様
相
は
急
激
な
変
転
を
見
せ
、
遂
に
祖
国
は

米
英
と
交
戦
状
態
に
入
り
ま
し
た
が
、
我
が
精
鋭
無
比
の
皇
軍
は
向

う
と
こ
ろ
敵
な
く
、
朝
に
不
沈
と
称
す
る
敵
の
軍
艦
を
叩
き
、
夕
に

難
攻
不
落
と
言
わ
れ
る
敵
の
要
塞
を
攻
略
し
、
開
戦
後
数
ヶ
月
に
し

て
大
東
亜
の
ほ
ぼ
全
域
を
解
放
し
、
こ
の
広
大
な
地
域
か
ら
三
百
年

に
わ
た
る
敵
の
堅
固
た
る
勢
力
を
悉
く
駆
逐
し
、
更
に
長
駆
し
て
敵

の
咽
喉
に
迫
る
に
至
り
ま
し
た
。 

こ
の
祖
国
の
緊
急
事
態
に
即
応
す
る
た
め
、
我
々
学
生
も
卒
業
年

限
が
早
め
ら
れ
、
卒
業
後
は
数
日
を
出
ず
し
て
そ
の
大
部
分
は
ペ
ン

を
銃
に
持
ち
代
え
、
軍
服
に
身
を
固
め
て
祖
国
防
衛
の
第
一
線
に
立

と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
我
々
は
現
在
の
歴
史
的
事
態
に
直
面
し
、

祖
国
の
た
め
に
生
命
を
賭
け
て
奮
闘
し
得
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た

こ
と
を
、
最
上
の
名
誉
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
必
ず
全
力
を
も
っ
て

こ
の
光
栄
あ
る
義
務
を
立
派
に
果
そ
う
と
期
し
て
お
り
ま
す
。 

 

卒
業
す
る
に
際
し
本
学
の
過
去
を
顧
み
ま
す
と
、
今
日
こ
そ
は
正

に
本
学
が
青
年
期
へ
と
発
展
を
遂
げ
る
時
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
後
本
学
が
そ
の
伝
統
を
保
ち
、
益
々
独
自
の
学
風
を
振

興
す
る
た
め
に
は
、
在
校
生
諸
君
の
自
覚
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い

の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
学
生
諸
君
の
有
す
る
頭
脳

力
、
健
全
な
る
思
想
及
び
熱
情
の
集
積
の
上
に
具
現
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。 

多
数
の
同
輩
が
鮮
血
を
流
し
、
病
魔
を
克
服
し
て
祖
国
の
た
め
に

奮
闘
し
つ
つ
あ
る
時
、
諸
君
が
安
閑
と
し
て
学
生
と
い
う
社
会
的
特

権
意
識
の
中
に
溺
れ
、
自
己
や
生
活
手
段
以
外
の
何
等
の
意
義
も
学

生
々
活
の
中
に
認
め
な
け
れ
ば
、
幾
万
の
同
輩
の
代
表
者
と
し
て
の

地
位
を
忘
れ
、
自
己
の
利
己
心
、
虚
栄
心
の
手
段
と
し
て
そ
れ
を
濫

用
す
る
も
の
で
、
社
会
的
良
心
を
持
つ
は
ず
の
現
代
青
年
で
あ
り
な

が
ら
、
唾
棄
さ
れ
て
も
仕
方
の
な
い
態
度
と
言
わ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
か
く
の
如
き
学
生
の
社
会
的
前
途
に
は
、
勿
論
何
等
の
光
明
も

認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

ゆ
え
に
、
我
々
は
、
諸
君
が
率
先
し
て
明
朗
健
全
な
学
風
を
紀
尾

井
の
森
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
諸
君

が
固
く
団
結
し
、
青
年
の
熱
情
を
も
っ
て
迫
力
あ
る
学
園
を
完
成
さ

せ
る
べ
く
努
力
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

そ
う
す
る
こ
と
は
、
単
に
本
学
の
前
途
に
光
明
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
実
に
諸
君
が
学
生
と
し
て
国
家
社
会
に
負
う
義
務
を
尽
す
道

で
も
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
そ
れ
は
諸
君
の
将
来
の
発
展
の
た
め
に
も

欠
か
せ
な
い
要
件
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
学
生
に

諸
君
が
な
る
事
は
、
社
会
の
最
も
要
求
す
る
学
生
に
成
る
事
に
他
な

ら
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。 

そ
し
て
こ
の
道
こ
そ
が
戦
時
下
学
生
の
進
む
べ
き
道
で
あ
る
事

を
、
諸
君
に
は
深
く
自
覚
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
我
々
も
ま
た
、
諸

君
の
先
輩
た
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
戦
線
に
、
銃
後
に
、
全
力
で
奮

闘
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
、
我
々
は
習
得
し
た
知
識
を
益
々
啓
発
し
、
人
格
を
陶
冶

し
、
祖
国
と
人
類
と
に
対
す
る
愛
と
犠
牲
の
精
神
を
も
っ
て
、
こ
の

革
新
の
時
代
に
処
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

我
々
は
、
我
が
民
族
の
世
界
史
的
使
命
を
自
覚
し
、
創
造
的
知
性

を
も
っ
て
新
し
い
世
界
へ
突
進
せ
ん
と
期
し
て
お
り
ま
す
。
我
々

は
、
ま
た
確
固
た
る
日
本
精
神
を
持
っ
た
守
り
手
と
し
て
、
皇
国
の

発
展
の
た
め
に
身
命
を
捧
げ
て
奮
闘
す
る
覚
悟
を
有
し
て
お
り
ま

す
。
終
り
に
臨
み
、
我
々
は
諸
先
生
の
ご
懇
篤
な
る
ご
指
導
に
対

し
、
繰
返
し
深
き
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
我
々
卒
業
後
も

さ
ら
に
色
々
ご
指
導
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
在
学
生
諸
君
は
ご
健
康
に
注
意
さ
れ
、
益
々
ご
勉
学
に
励

ま
れ
、
卒
業
の
暁
は
、
我
々
と
と
も
に
社
会
に
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
祈
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 
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g
 d

ev
elo

p
m

en
t in

to
 early

 

ad
u

lth
o

o
d

. 

In
 o

rd
er fo

r o
u
r sch

o
o
l to

 m
ain

tain
 trad

itio
n
 an

d
 fu

rth
er 

p
ro

m
o

te its u
n
iq

u
e cu

ltu
re, th

e cu
rren

t stu
d
en

ts are u
rg

ed
 to

 

act b
ased

 o
n

 self-aw
aren

ess, w
h
ich

 w
ill o

n
ly

 b
e b

u
ilt o

n
 y

o
u
r 

in
tellig

en
ce, so

u
n
d
 th

o
u
g
h
ts, an

d
 p

assio
n
. 

If y
o

u
 ju

st liv
e id

ly, in
d
u
lg

in
g
 in

 th
e p

riv
ileg

e o
f b

ein
g
 a 

stu
d

en
t, an

d
 fin

d
 n

o
th

in
g
 m

ean
in

g
fu

l in
 y

o
u
r stu

d
en

t life o
th

er 

th
an

 y
o

u
r o

w
n
 eg

o
 an

d
 liv

elih
o
o
d
 w

h
ile m

an
y
 o

f y
o
u
r p

eers 

are sh
ed

d
in

g
 b

lo
o
d
 an

d
 o

v
erco

m
in

g
 sick

n
ess to

 w
o
rk

 h
ard

 fo
r 

th
eir co

u
n

try, th
at m

ean
s y

o
u
 are ex

p
lo

itin
g
 y

o
u
r p

o
sitio

n
 as a 

rep
resen

tativ
e o

f n
u
m

ero
u
s p

eers fo
r p

erso
n
al g

ain
 an

d
 v

an
ity. 

M
o

d
ern

 ad
o

lescen
ts w

ith
 so

cial co
n
scien

ce sh
o
u
ld

 n
o
t tak

e 

su
ch

 an
 o

d
io

u
s attitu

d
e. 

It is n
eed

less to
 say

 th
at su

ch
 sh

am
eless stu

d
en

ts w
o
u
ld

 see n
o
 

b
rig

h
t fu

tu
re ah

ead
 in

 so
ciety. 

S
o
 w

e h
o
p
e th

at y
o
u
 w

ill tak
e th

e lead
 in

 d
ev

elo
p
in

g
 a h

ealth
y, 

v
ib

ran
t cu

ltu
re in

 K
io

i-n
o
-m

o
ri. W

e stro
n
g
ly

 w
ish

 th
at y

o
u
 

w
ill firm

ly
 w

o
rk

 to
g
eth

er w
ith

 y
o
u
n
g

 en
th

u
siasm

 to
 m

ak
e u

p
 a 

v
ig

o
ro

u
s sch

o
o
l co

m
m

u
n

ity. B
y

 so
 d

o
in

g
, y

o
u
 w

ill n
o

t o
n

ly
 

p
ro

v
id

e a b
rig

h
t lig

h
t fo

r th
e fu

tu
re o

f th
e sch

o
o
l, b

u
t also

 

fu
lfill o

b
lig

atio
n
s as a stu

d
en

t th
at are o

w
ed

 to
 th

e co
u

n
try

 an
d

 

so
ciety. F

u
rth

erm
o
re, d

o
in

g
 so

 is an
 essen

tial req
u
irem

en
t fo

r 

y
o
u
r o

w
n
 d

ev
elo

p
m

en
t in

 th
e fu

tu
re. B

eco
m

in
g
 su

ch
 a stu

d
en

t 

is all ab
o
u
t b

eco
m

in
g
 a stu

d
en

t m
o
st d

em
an

d
ed

 b
y

 so
ciety. 

I ex
p
ect y

o
u

 to
 d

eep
ly

 u
n
d
erstan

d
 th

is is ex
actly

 w
h
at w

artim
e 

stu
d
en

ts h
av

e to
 d

o
. 

W
e are also

 p
rep

ared
 to

 d
ev

o
te o

u
r fu

ll stren
g
th

 in
 th

e 

b
attlefro

n
t an

d
 h

o
m

efro
n
t w

ith
 an

 aw
aren

ess o
f o

u
r 

resp
o
n
sib

ility
 as sen

io
rs. 

G
o
in

g
 fo

rw
ard

, w
e w

ill n
av

ig
ate th

ese ad
v
an

cin
g
 tim

es b
y
 

h
o
n
in

g
 th

e k
n
o
w

led
g
e learn

ed
, cu

ltiv
atin

g
 o

u
r ch

aracters, an
d
 

sh
o
w

in
g
 th

e sp
irit o

f lo
v
e an

d
 sacrifice to

 o
u
r h

o
m

elan
d

 an
d
 

h
u
m

an
k
in

d
. 

O
u
r u

n
w

av
erin

g
 in

ten
tio

n
 is to

 ru
sh

 in
to

 a n
ew

 w
o
rld

 w
ith

 an
 

aw
aren

ess o
f th

e g
lo

b
al m

issio
n
 o

f Jap
an

ese p
eo

p
le, u

sin
g
 

creativ
e in

tellig
en

ce. 

A
lso

, as m
ig

h
ty

 g
u
ard

s o
f o

u
r co

u
n
try

 w
ith

 an
 au

th
en

tic 

Jap
an

ese sp
irit, w

e are d
eterm

in
ed

 to
 d

ev
o
te o

u
r liv

es to
 th

e 

d
ev

elo
p
m

en
t o

f th
e Jap

an
ese E

m
p
ire. 

L
a
stly, let u

s ag
ain

 ex
p
ress o

u
r d

eep
 g

ratefu
ln

ess to
 o

u
r 

teach
ers fo

r th
eir k

in
d

 an
d
 w

arm
 g

u
id

an
ce. A

n
d
 w

e w
o
u

ld
 lik

e 

th
em

 to
 co

n
tin

u
e p

ro
v

id
in

g
 su

p
p
o

rt ev
en

 after w
e g

rad
u
ate. 

W
e also

 w
ish

 th
e cu

rren
t stu

d
en

ts w
ill care ab

o
u
t th

eir h
ealth

, 

stu
d
y
 ev

en
 m

o
re d

ilig
en

tly, an
d
 jo

in
 u

s in
 so

ciety
 after 

g
rad

u
atio

n
. 

 S
ep

tem
b
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9
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G
rad

u
ate rep

resen
tativ

e 
 

 
M

u
n
ak

ata Iw
ao

 


